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4、5年間のフレイルチェックの実績
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5、5年間のフレイルサポーター養成講座実績
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特に赤シールの多い人
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　女性が591人84.4％、男性109人15.6%である。女性は90歳代の方も６人受講している。

　

●リピーターを見ると、５年間での実人数は195人全体の39.6％であり、約4割はリピーターである。

●ハイリスク者の割合を見ると、５年間の平均で12.2%(延べ人数での割合）でありIOGの研究では、

　15％となっており、本市はやや低い。(令和２年度を除くと10.8％である）

●ハイリスク者は延べ88人、実72人であり、フレイル予防支援体制のStep3、専門職介入の中で、フォ

　ローを集中的に実施し、約１年後に再度フレイルチェックを受講し結果を確認する。赤シールが７枚

　以下だと生活の中で通いの場や既存の事業へ参加する等、元気になる取り組みを自分自身が行い、再度

　８枚以上となればフォロー講座を案内する。

●専門職(医師、歯科医師、歯科衛生士、言語聴覚士、栄養士、理学療法士、保健師）による、フレイル

　予防コア会議(年１から2回開催）で実績やハイリスク者フォロー体制、個々の状況について協議をし

　ている。

●ハイリスク者フォロー体制の仕組みづくりは、令和２年度、３年度のフレイル予防コア会議で協議し

　令和４年度から本格的に支援体制を構築した。現在ハイリスク者実人数72人について、経過をまとめ

　ているところである。

●フレイルサポーターは68人を養成し、57人が活動をしている。男性が12人、21％である。

　年齢は、50代から80歳代まで幅広く、令和4年度11月時点で、平均年齢、70.5歳である。

6、年齢・要介護度別の人数・認定率（平成29年度と令和4年度の比較)

●フレイルチェックの対象者は、原則介護認定を受けていない人である。

●実施場所は、各公民館や保健相談センターで、１回の人数は公民館が約10人、センターが

　約15人としている。(コロナ禍の令和2年度から4年度は人数を少なくして実施）

●５年間での受講者700人で見ると、受講年齢は毎年70歳代が最多で次いで80歳代、60歳代である。
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●介護度・年齢別の認定者数でみると、75歳から軽度認定者が、また80歳を超えると全体的に増えて

　いる。また、令和４年度は平成29年度より、軽度認定者が増えている。また、90歳以上でも要支援

　２の人が多い。

●５歳毎の介護認定率でも各年齢ともR4年度が軽度認定者が多く、要介護認定率は減っている。

●フレイルチェックを受ける年代は70歳代が毎年1番多い。受けることで意識が変わり、フレイルの

　状況が少しでも改善する(赤シールが減る）ことで、介護認定を受けることを減らしたり、先送り

　とすることにつながっていると考えられる。
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7、R4年度リピーター赤シールの状況（今回実施分と前回実施分との比較 N＝80）

●リピーターのリスク群の変化

　　低度リスク群：赤シール５枚以下

　　中度リスク群：赤シール６,7枚以下

　　高度リスク群：赤シール８枚以上

　　(東京大学高齢社会総合研究機構より）

　が増えている。またハイリスク者も10人から5人に減っている。フレイルチェックを受けることで、

　自分の気づきとなり、行動変容へつながり、結果として、赤シールが減っている人が増えている。

●参加された人は「考え方が変わった」「頑張ろうと思った」「具体的に何をしたらいいか勉強に

11 10

　なった」など、フレイル予防の取り組み意欲が高まった発言が多い。

●令和４年度のリピーターは80人で全体の43％である。赤シール9から11枚の人が減り、2から4枚

●フレイルチェックを受ける人の裾野を広げると共に、リピーターを増やすことが重要である。
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8.フレイルチェック　赤シールの割合の変化　【イレブン（簡易）チェック】

　　フレイルチェック　赤シールの割合の変化　【深堀チェック】

●IOGの研究では、特に「片足立ち上がり」「握力」「滑舌」に赤シールがある人は要注意と言われ

　ている。

　滑舌、支え合いが２から３割弱が赤シールとなっている。運動、口腔機能分野の取り組み強化が

　必要である。

●またIOGによると、社会とのつながりを失うことがフレイルの最初の入り口になると言われている。

　地域での集う場や教室などへの参加促しを今後も力を入れていく。

●境港市フレイル予防の取り組みは「市民の楽しみながら元気でいたいという気持ち」と「専門職の

　知識と力強い協力」で展開している市民による市民のための元気シニア増やそうプロジェクトである。

　が毎年３から４割、深堀チェックの「お口の元気度」「片足立ち上がり」が３から5割弱、握力、

●イレブンチェックの「１日30分以上の汗をかくくらいの運動を週２日以上1年以上実施しているか」
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フレイルチェック(深堀チェック）

手足の筋肉量

（境港市オリジナル）
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